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・
町
の
区
域
を
新
た
に
画
す

　
る
こ
と
（
町
名
地
番
整
理
）

・
川
越
市
道
路
線
の
認
定
・

　
廃
止

・
川
越
市
長
期
優
良
住
宅
の

　
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法

　
律
関
係
手
数
料
条
例

・
川
越
市
下
水
道
条
例
の
一

　
部
改
正

・
川
越
市
再
開
発
住
宅
店
舗

　
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
市
道
二
五
〇
六
号
線
道
路

　
改
築
工
事
（
上
部
工
）
請

　
負
契
約

・
市
営
住
宅
に
関
す
る
訴
え

　
の
提
起

・
川
越
市
営
引
揚
者
住
宅
設

　
置
及
び
管
理
条
例
の
廃
止

・
な
ぐ
わ
し
公
園
整
備
事
業

　
用
地
取
得

・
市
営
住
宅
に
関
す
る
調
停

　
の
申
し
立
て

・
ふ
じ
み
野
市
道
路
線
の
認

　
定
の
承
諾

・
川
越
市
建
築
基
準
法
関
係

　
手
数
料
条
例
及
び
川
越
市

　
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
に

　
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料

　
条
例
の
一
部
改
正

・
川
越
市
市
営
住
宅
処
分
条

　
例
の
廃
止

・
そ
の
他
（
所
管
内
の
一
般

　
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会

　
計
予
算
、
公
共
下
水
道
事

　
業
会
計
予
算
等
も
審
査
）

　
建
設
常
任
委
員
会
の
視
察

は
、
建
造
物
の
老
朽
化
の
問

題
、
都
市
景
観
、
公
園
整
備

な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま

し
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

名
古
屋
市
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

　
　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

　
公
共
施
設
を
資
産
（
ア
セ

ッ
ト
）
と
し
て
捉
え
、
道
路
、

橋
梁
、
水
路
、
公
園
、
街
路

樹
な
ど
、
老
朽
化
等
に
よ
る

改
修
、
立
て
直
し
費
用
を
最

小
化
に
す
る
た
め
の
管
理
方

法
を
学
び
ま
し
た
。

歴
史
的
風
致
維
持
向
上

　
　
　
（
岐
阜
県
高
山
市
）

　
飛
騨
の
長
い
歴
史
と
伝
統

に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
歴
史

的
構
造
物
を
中
心
と
し
た
市

街
地
の
景
観
を
保
存
し
、
将

来
に
向
け
、
活
用
し
て
い
く

た
め
に
、
国
土
交
通
省
、
文

部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
の

三
省
で
成
立
し
た
「
地
域
に

お
け
る
歴
史
的
風
致
維
持
及

び
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を

活
用
し
て
い
る
。
認
定
か
ら

手
続
き
、
国
か
ら
の
補
助
金

等
の
メ
リ
ッ
ト
、
推
進
体
制

等
、
詳
し
く
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

歴
史
的
風
致
維
持
向
上

　
　
　
（
石
川
県
金
沢
市
）

　
金
沢
城
跡
や
兼
六
園
、
そ

の
周
辺
に
広
が
る
寺
院
な
ど

歴
史
的
な
町
並
み
、
金
沢
固

有
の
文
化
、
伝
統
工
芸
、
情

緒
、
風
情
を
保
存
、
継
承
す

る
た
め
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
と
景
観
条
例
と
連
動

し
、
推
進
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
策
定
予
定
の
川
越
市

の
景
観
計
画
、
観
光
客
の
皆

様
で
賑
わ
う
川
越
市
の
蔵
造

り
の
町
並
み
保
存
に
生
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

柳
井
ウ
エ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

　
　
　
（
山
口
県
柳
井
市
）

　
現
在
、
川
越
市
は
、
資
源

化
セ
ン
タ
ー
の
余
熱
を
利
用

し
た
「
な
ぐ
わ
し
公
園
」
の

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

柳
井
市
の
温
水
利
用
型
健
康

運
動
施
設
を
含
め
た
公
園
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
の
た

め
の
よ
り
良
好
な
設
計
、
運

営
方
法
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
等
の
課
題
に
つ
い
て
学
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

橋
梁
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム

　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

　
大
阪
市
は
「
な
に
わ
八
百

八
橋
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、

橋
の
数
が
多
く
、
う
ち
、
五

十
年
以
上
経
過
し
た
橋
が
、

約
２
割
。
今
後
、
い
っ
き
に

耐
久
性
が
な
く
な
る
橋
の
効

率
的
な
維
持
管
理
を
最
低
限

の
費
用
で
行
っ
て
い
る
方
法

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

静
岡
市
景
観
条
例

　
　
　
（
静
岡
県
静
岡
市
）

　
現
在
、
川
越
市
が
景
観
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
先
進
都
市
で
あ
る
静
岡

市
の
策
定
の
内
容
、
課
題
等

の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

橋
梁
寿
命
化
修
繕
計
画

　
　
（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

　
佐
世
保
市
内
に
は
、
千
五

十
五
の
橋
が
あ
り
、
う
ち
建

設
後
五
十
年
を
経
過
す
る
橋

が
、
百
十
七
。
老
朽
し
た
橋

の
架
け
替
え
を
行
う
と
費
用

は
、
約
二
百
六
十
一
億
円
と

想
定
さ
れ
る
。
予
防
修
繕
を

行
う
と
約
十
三
億
円
で
あ
る

た
め
、
修
繕
計
画
を
立
て
管

理
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
橋
の
多
い
川
越
市
の
重
要

課
題
と
し
て
、
学
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

都
市
景
観
基
本
計
画

　
　
　
（
佐
賀
県
佐
賀
市
）

　
歴
史
と
文
化
を
中
心
に
市

民
・
民
間
事
業
者
・
佐
賀
市

の
協
働
で
、
都
市
景
観
基
本

計
画
を
推
進
し
て
い
る
内
容

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
川
越
市
の
景
観
計
画
策
定

に
お
お
い
に
生
か
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
崎
東
公
園
余
熱
利
用
施

設
・
長
崎
市
立
図
書
館

　
　
　
（
長
崎
県
長
崎
市
）

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
施
設

建
設
と
運
営
で
、
コ
ス
ト
削

減
と
五
十
五
万
冊
の
蔵
書
、

三
分
程
度
で
貸
し
出
し
可
能

な
管
理
シ
ス
テ
ム
、
市
内
五

十
六
ヶ
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
、
市
民
に
喜
ば
れ
て
い
る

図
書
館
運
営
の
説
明
を
受
け
、

施
設
整
備
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
審
査
し
た

主
な
案
件

行

政

視

察

大阪市役所にて

　
市
管
理
の
橋
約
六
百
橋
の

う
ち
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
橋
は
僅
か
六
橋
。
耐
用

年
数
を
過
ぎ
た
橋
の
架
け
替

え
計
画
等
、
橋
の
耐
震
化
計

画
を
作
成
す
る
べ
き
。

　
市
長
　
橋
り
ょ
う
へ
の
地

震
対
策
は
二
次
災
害
の
起
き

る
可
能
性
が
高
い
陸
橋
か
ら

優
先
的
に
耐
震
補
強
を
実
施

し
て
い
る
。
河
川
橋
は
橋
り

ょ
う
数
も
多
く
大
小
全
て
に

短
期
的
な
地
震
対
策
を
講
じ

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
災

害
時
の
緊
急
輸
送
の
重
要
度

の
高
い
、
避
難
に
不
可
欠
な

橋
等
の
優
先
順
位
を
つ
け
、

効
果
・
効
率
的
な
耐
震
補
強

計
画
を
進
め
た
い
。
五
十
年

経
過
し
架
け
替
え
等
検
討
が

必
要
な
橋
り
ょ
う
は
策
定
予

定
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の

中
で
対
応
し
た
い
。
今
後
、

数
値
目
標
を
入
れ
た
計
画
を

策
定
し
順
次
実
行
し
た
い
。

　
災
害
対
策

質問

問答

Ｐ
川
越
21
　 

石
　
川
　
智
　
明

橋
の
耐
震
化
は
市
の
重
要
課
題

市政に関する 一般質問一般質問
　今定例会では、２７名の議員が一般質問を行いまし
た。発言した全議員の質問及び答弁の一部要約を掲載
（氏名下の数字は発言順番）しました。　と　の後には、
各議員が今定例会で質問した表題（　）を掲載してい
ます。質問した表題は、紙面の都合上、通告事項を要約
したものとなっています。一般質問の詳細や、過去の質
問は、会議録でご覧いただけます。

　
平
成
二
十
二
年
三
月
定
例

会
の
会
議
録
は
、
図
書
館
、

出
張
所
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
今
定
例
会
の
会
議
録
に
つ

い
て
は
、
図
書
館
等
で
は
、

八
月
下
旬
頃
か
ら
、
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
、
十
月

上
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け

　
る
所

・
市
役
所
六
階

　
　
　
　
議
会
事
務
局

・
市
役
所
東
庁
舎
一
階

　
　
　
　
情
報
公
開
窓
口

・
市
立
図
書
館
（
四
館
）

・
出
張
所
（
十
箇
所
）

※
印
の
答
弁
者
は
表
示
者

以
外
の
関
係
部
長
等
の
答

弁
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
会
議
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
】

問 答

1

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
し
て
、
公
費
助
成
を

求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
是
非
と
も
実
施
す

べ
き
と
思
う
が
、
い
か
が
考

え
る
か
。

　
市
長
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
は
、

子
宮
頸
が
ん
が
検
診
の
受
診

と
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
予

防
で
き
る
唯
一
の
が
ん
で
あ

る
こ
と
、
公
費
助
成
を
実
施
、

も
し
く
は
予
定
し
て
い
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
こ
と
、

市
民
か
ら
公
費
助
成
に
つ
い

て
多
く
の
ご
要
望
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種

の
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
公
費
助
成
の
場
合
に
多

額
の
費
用
が
か
か
る
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
女
性
に
対
す

る
助
成
と
い
う
こ
と
で
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　
子
宮
頸
が
ん
対
策

質問

　
市
長
は
こ
れ
ま
で
商
品
券

発
行
な
ど
商
業
振
興
に
力
を

入
れ
て
き
た
が
、
今
後
空
き

店
舗
対
策
、
そ
の
他
支
援
等
、

商
店
街
活
性
化
を
ど
の
よ
う

に
推
進
す
る
か
。

　
市
長
※
　
本
市
で
は
新
規

創
業
者
に
対
す
る
「
川
越
市

新
規
創
業
者
支
援
資
金
融

資
」
制
度
等
い
く
つ
か
支
援

制
度
を
設
け
て
い
る
が
、
商

店
街
活
性
化
対
策
は
大
変
難

し
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
「
経
営
的
に
も
魅

力
」
の
あ
る
個
人
商
店
や
商

店
街
づ
く
り
に
対
す
る
支
援

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
さ
ら
に

効
果
的
な
支
援
策
等
に
つ
い

て
、
今
後
と
も
先
進
市
等
の

取
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら

関
係
機
関
や
商
店
街
等
と
も

連
携
し
て
具
体
的
な
施
策
を

決
め
実
行
し
て
い
き
た
い
。

　
商
店
街
活
性
化

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
支
援

質問 質問

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

商
店
街
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

5

　
昨
年
は
市
民
の
約
十
五
％

が
朝
食
欠
食
で
あ
る
。
病
気

に
な
ら
な
い
健
康
な
身
体
を

つ
く
る
食
育
推
進
計
画
を
拡

げ
る
具
体
的
取
り
組
み
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
保
健
医
療
部
長
　
食
育
情

報
は
多
分
野
に
亘
る
為
、
従

来
は
管
轄
ご
と
に
情
報
を
整

理
・
周
知
し
て
き
た
が
、
今

後
は
情
報
収
集
を
図
り
、
市

民
に
分
か
り
や
す
い
形
で
一

括
し
て
広
報
や
Ｈ
Ｐ
、
チ
ラ

シ
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
提
供
す

る
よ
う
努
め
る
。
更
に
健
康

市
民
大
学
講
座
の
う
ち
二
回

を
食
育
の
講
演
会
と
し
、
各

種
健
康
教
室
等
の
様
々
な
講

座
で
も
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
子
ど
も
向
け

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た

り
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に
食

育
の
紙
芝
居
を
提
供
す
る
等

し
て
、
幼
い
頃
か
ら
食
育
に

親
し
む
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

　
食
育
推
進
計
画

質問

2

　
南
古
谷
駅
を
利
用
す
る
市

民
は
、
近
年
大
宮
寄
り
の
駅

と
比
べ
遅
れ
が
目
立
つ
。
住

民
要
望
の
駅
改
修
等
の
対
策

を
今
後
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長
　
市
内
で
人
口
が
一

番
増
加
し
て
い
る
の
が
、
南

古
谷
地
域
で
あ
る
。
大
型
店

舗
も
出
来
て
お
り
、
人
口
が

増
え
れ
ば
、
駅
の
改
良
や
北

口
開
設
の
必
要
性
も
高
ま
り
、

鉄
道
事
業
者
と
の
認
識
も
一

致
す
る
と
考
え
る
。
し
か
し

北
口
開
設
や
駅
の
整
備
に
は

多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で
、

整
備
手
法
に
つ
い
て
は
、
橋

上
駅
舎
、
或
い
は
自
由
通
路
、

さ
ら
に
は
複
線
化
も
見
込
ん

だ
規
模
の
大
き
な
駅
、
そ
れ

ら
を
含
め
他
の
事
業
の
進
捗

状
況
等
も
見
極
め
た
上
で
総

合
的
に
判
断
し
た
い
。

　
南
古
谷
駅
の
課
題

　
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
会
の
開
催

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
取
組

質問 質問 質問

公
明
党
　 

大
　
泉
　
一
　
夫

南
古
谷
駅
の
北
口
開
設
の
取
組 4

自
民
ク
　 

神
　
田
　
寿
　
雄

子
宮
頸
が
ん
に
公
費
助
成
を

3

質問

問答

問答

問答

問答

Ｐ
川
越
21
　 

倉
　
嶋
　
美
恵
子

食
育
推
進
計
画
の
早
期
達
成
を

【
委
員
会
構
成
】

委
　

員
　

長
　
小
ノ
澤
　
哲
　
也

副
委
員
長
　
小
野
澤
　
康
　
弘

委
　
　
員
　
関
　
口
　
　
　
勇

　
　
　
　
　
若
　
狭
　
み
ど
り

　
　
　
　
　
吉
　
田
　
光
　
雄

　
　
　
　
　
本
　
山
　
修
　
一

　
　
　
　
　
新
　
井
　
金
　
作

　
　
　
　
　
山
　
口
　
　
　
肇

　
　
　
　
　
久
　
保
　
啓
　
一

建設常任委員会 報告

都市計画部及び建設部並び
に上下水道局の所掌に関す
る事務の調査、審査。

＜所管事項＞
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・
町
の
区
域
を
新
た
に
画
す

　
る
こ
と
（
町
名
地
番
整
理
）

・
川
越
市
道
路
線
の
認
定
・

　
廃
止

・
川
越
市
長
期
優
良
住
宅
の

　
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法

　
律
関
係
手
数
料
条
例

・
川
越
市
下
水
道
条
例
の
一

　
部
改
正

・
川
越
市
再
開
発
住
宅
店
舗

　
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
市
道
二
五
〇
六
号
線
道
路

　
改
築
工
事
（
上
部
工
）
請

　
負
契
約

・
市
営
住
宅
に
関
す
る
訴
え

　
の
提
起

・
川
越
市
営
引
揚
者
住
宅
設

　
置
及
び
管
理
条
例
の
廃
止

・
な
ぐ
わ
し
公
園
整
備
事
業

　
用
地
取
得

・
市
営
住
宅
に
関
す
る
調
停

　
の
申
し
立
て

・
ふ
じ
み
野
市
道
路
線
の
認

　
定
の
承
諾

・
川
越
市
建
築
基
準
法
関
係

　
手
数
料
条
例
及
び
川
越
市

　
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
に

　
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料

　
条
例
の
一
部
改
正

・
川
越
市
市
営
住
宅
処
分
条

　
例
の
廃
止

・
そ
の
他
（
所
管
内
の
一
般

　
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会

　
計
予
算
、
公
共
下
水
道
事

　
業
会
計
予
算
等
も
審
査
）

　
建
設
常
任
委
員
会
の
視
察

は
、
建
造
物
の
老
朽
化
の
問

題
、
都
市
景
観
、
公
園
整
備

な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま

し
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

名
古
屋
市
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

　
　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

　
公
共
施
設
を
資
産
（
ア
セ

ッ
ト
）
と
し
て
捉
え
、
道
路
、

橋
梁
、
水
路
、
公
園
、
街
路

樹
な
ど
、
老
朽
化
等
に
よ
る

改
修
、
立
て
直
し
費
用
を
最

小
化
に
す
る
た
め
の
管
理
方

法
を
学
び
ま
し
た
。

歴
史
的
風
致
維
持
向
上

　
　
　
（
岐
阜
県
高
山
市
）

　
飛
騨
の
長
い
歴
史
と
伝
統

に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
歴
史

的
構
造
物
を
中
心
と
し
た
市

街
地
の
景
観
を
保
存
し
、
将

来
に
向
け
、
活
用
し
て
い
く

た
め
に
、
国
土
交
通
省
、
文

部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
の

三
省
で
成
立
し
た
「
地
域
に

お
け
る
歴
史
的
風
致
維
持
及

び
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を

活
用
し
て
い
る
。
認
定
か
ら

手
続
き
、
国
か
ら
の
補
助
金

等
の
メ
リ
ッ
ト
、
推
進
体
制

等
、
詳
し
く
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

歴
史
的
風
致
維
持
向
上

　
　
　
（
石
川
県
金
沢
市
）

　
金
沢
城
跡
や
兼
六
園
、
そ

の
周
辺
に
広
が
る
寺
院
な
ど

歴
史
的
な
町
並
み
、
金
沢
固

有
の
文
化
、
伝
統
工
芸
、
情

緒
、
風
情
を
保
存
、
継
承
す

る
た
め
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
と
景
観
条
例
と
連
動

し
、
推
進
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
策
定
予
定
の
川
越
市

の
景
観
計
画
、
観
光
客
の
皆

様
で
賑
わ
う
川
越
市
の
蔵
造

り
の
町
並
み
保
存
に
生
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

柳
井
ウ
エ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

　
　
　
（
山
口
県
柳
井
市
）

　
現
在
、
川
越
市
は
、
資
源

化
セ
ン
タ
ー
の
余
熱
を
利
用

し
た
「
な
ぐ
わ
し
公
園
」
の

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

柳
井
市
の
温
水
利
用
型
健
康

運
動
施
設
を
含
め
た
公
園
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
の
た

め
の
よ
り
良
好
な
設
計
、
運

営
方
法
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
等
の
課
題
に
つ
い
て
学
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

橋
梁
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム

　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

　
大
阪
市
は
「
な
に
わ
八
百

八
橋
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、

橋
の
数
が
多
く
、
う
ち
、
五

十
年
以
上
経
過
し
た
橋
が
、

約
２
割
。
今
後
、
い
っ
き
に

耐
久
性
が
な
く
な
る
橋
の
効

率
的
な
維
持
管
理
を
最
低
限

の
費
用
で
行
っ
て
い
る
方
法

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

静
岡
市
景
観
条
例

　
　
　
（
静
岡
県
静
岡
市
）

　
現
在
、
川
越
市
が
景
観
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
先
進
都
市
で
あ
る
静
岡

市
の
策
定
の
内
容
、
課
題
等

の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

橋
梁
寿
命
化
修
繕
計
画

　
　
（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

　
佐
世
保
市
内
に
は
、
千
五

十
五
の
橋
が
あ
り
、
う
ち
建

設
後
五
十
年
を
経
過
す
る
橋

が
、
百
十
七
。
老
朽
し
た
橋

の
架
け
替
え
を
行
う
と
費
用

は
、
約
二
百
六
十
一
億
円
と

想
定
さ
れ
る
。
予
防
修
繕
を

行
う
と
約
十
三
億
円
で
あ
る

た
め
、
修
繕
計
画
を
立
て
管

理
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
橋
の
多
い
川
越
市
の
重
要

課
題
と
し
て
、
学
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

都
市
景
観
基
本
計
画

　
　
　
（
佐
賀
県
佐
賀
市
）

　
歴
史
と
文
化
を
中
心
に
市

民
・
民
間
事
業
者
・
佐
賀
市

の
協
働
で
、
都
市
景
観
基
本

計
画
を
推
進
し
て
い
る
内
容

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
川
越
市
の
景
観
計
画
策
定

に
お
お
い
に
生
か
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
崎
東
公
園
余
熱
利
用
施

設
・
長
崎
市
立
図
書
館

　
　
　
（
長
崎
県
長
崎
市
）

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
施
設

建
設
と
運
営
で
、
コ
ス
ト
削

減
と
五
十
五
万
冊
の
蔵
書
、

三
分
程
度
で
貸
し
出
し
可
能

な
管
理
シ
ス
テ
ム
、
市
内
五

十
六
ヶ
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
、
市
民
に
喜
ば
れ
て
い
る

図
書
館
運
営
の
説
明
を
受
け
、

施
設
整
備
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
審
査
し
た

主
な
案
件

行

政

視

察

大阪市役所にて

　
市
管
理
の
橋
約
六
百
橋
の

う
ち
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
橋
は
僅
か
六
橋
。
耐
用

年
数
を
過
ぎ
た
橋
の
架
け
替

え
計
画
等
、
橋
の
耐
震
化
計

画
を
作
成
す
る
べ
き
。

　
市
長
　
橋
り
ょ
う
へ
の
地

震
対
策
は
二
次
災
害
の
起
き

る
可
能
性
が
高
い
陸
橋
か
ら

優
先
的
に
耐
震
補
強
を
実
施

し
て
い
る
。
河
川
橋
は
橋
り

ょ
う
数
も
多
く
大
小
全
て
に

短
期
的
な
地
震
対
策
を
講
じ

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
災

害
時
の
緊
急
輸
送
の
重
要
度

の
高
い
、
避
難
に
不
可
欠
な

橋
等
の
優
先
順
位
を
つ
け
、

効
果
・
効
率
的
な
耐
震
補
強

計
画
を
進
め
た
い
。
五
十
年

経
過
し
架
け
替
え
等
検
討
が

必
要
な
橋
り
ょ
う
は
策
定
予

定
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の

中
で
対
応
し
た
い
。
今
後
、

数
値
目
標
を
入
れ
た
計
画
を

策
定
し
順
次
実
行
し
た
い
。

　
災
害
対
策

質問

問答

Ｐ
川
越
21
　 

石
　
川
　
智
　
明

橋
の
耐
震
化
は
市
の
重
要
課
題

市政に関する 一般質問一般質問
　今定例会では、２７名の議員が一般質問を行いまし
た。発言した全議員の質問及び答弁の一部要約を掲載
（氏名下の数字は発言順番）しました。　と　の後には、
各議員が今定例会で質問した表題（　）を掲載してい
ます。質問した表題は、紙面の都合上、通告事項を要約
したものとなっています。一般質問の詳細や、過去の質
問は、会議録でご覧いただけます。

　
平
成
二
十
二
年
三
月
定
例

会
の
会
議
録
は
、
図
書
館
、

出
張
所
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
今
定
例
会
の
会
議
録
に
つ

い
て
は
、
図
書
館
等
で
は
、

八
月
下
旬
頃
か
ら
、
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
、
十
月

上
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け

　
る
所

・
市
役
所
六
階

　
　
　
　
議
会
事
務
局

・
市
役
所
東
庁
舎
一
階

　
　
　
　
情
報
公
開
窓
口

・
市
立
図
書
館
（
四
館
）

・
出
張
所
（
十
箇
所
）

※
印
の
答
弁
者
は
表
示
者

以
外
の
関
係
部
長
等
の
答

弁
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
会
議
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
】

問 答

1

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
し
て
、
公
費
助
成
を

求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
是
非
と
も
実
施
す

べ
き
と
思
う
が
、
い
か
が
考

え
る
か
。

　
市
長
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
は
、

子
宮
頸
が
ん
が
検
診
の
受
診

と
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
予

防
で
き
る
唯
一
の
が
ん
で
あ

る
こ
と
、
公
費
助
成
を
実
施
、

も
し
く
は
予
定
し
て
い
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
こ
と
、

市
民
か
ら
公
費
助
成
に
つ
い

て
多
く
の
ご
要
望
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種

の
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
公
費
助
成
の
場
合
に
多

額
の
費
用
が
か
か
る
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
女
性
に
対
す

る
助
成
と
い
う
こ
と
で
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　
子
宮
頸
が
ん
対
策

質問

　
市
長
は
こ
れ
ま
で
商
品
券

発
行
な
ど
商
業
振
興
に
力
を

入
れ
て
き
た
が
、
今
後
空
き

店
舗
対
策
、
そ
の
他
支
援
等
、

商
店
街
活
性
化
を
ど
の
よ
う

に
推
進
す
る
か
。

　
市
長
※
　
本
市
で
は
新
規

創
業
者
に
対
す
る
「
川
越
市

新
規
創
業
者
支
援
資
金
融

資
」
制
度
等
い
く
つ
か
支
援

制
度
を
設
け
て
い
る
が
、
商

店
街
活
性
化
対
策
は
大
変
難

し
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
「
経
営
的
に
も
魅

力
」
の
あ
る
個
人
商
店
や
商

店
街
づ
く
り
に
対
す
る
支
援

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
さ
ら
に

効
果
的
な
支
援
策
等
に
つ
い

て
、
今
後
と
も
先
進
市
等
の

取
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら

関
係
機
関
や
商
店
街
等
と
も

連
携
し
て
具
体
的
な
施
策
を

決
め
実
行
し
て
い
き
た
い
。

　
商
店
街
活
性
化

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
支
援

質問 質問

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

商
店
街
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

5

　
昨
年
は
市
民
の
約
十
五
％

が
朝
食
欠
食
で
あ
る
。
病
気

に
な
ら
な
い
健
康
な
身
体
を

つ
く
る
食
育
推
進
計
画
を
拡

げ
る
具
体
的
取
り
組
み
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
保
健
医
療
部
長
　
食
育
情

報
は
多
分
野
に
亘
る
為
、
従

来
は
管
轄
ご
と
に
情
報
を
整

理
・
周
知
し
て
き
た
が
、
今

後
は
情
報
収
集
を
図
り
、
市

民
に
分
か
り
や
す
い
形
で
一

括
し
て
広
報
や
Ｈ
Ｐ
、
チ
ラ

シ
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
提
供
す

る
よ
う
努
め
る
。
更
に
健
康

市
民
大
学
講
座
の
う
ち
二
回

を
食
育
の
講
演
会
と
し
、
各

種
健
康
教
室
等
の
様
々
な
講

座
で
も
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
子
ど
も
向
け

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た

り
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に
食

育
の
紙
芝
居
を
提
供
す
る
等

し
て
、
幼
い
頃
か
ら
食
育
に

親
し
む
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

　
食
育
推
進
計
画

質問

2

　
南
古
谷
駅
を
利
用
す
る
市

民
は
、
近
年
大
宮
寄
り
の
駅

と
比
べ
遅
れ
が
目
立
つ
。
住

民
要
望
の
駅
改
修
等
の
対
策

を
今
後
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長
　
市
内
で
人
口
が
一

番
増
加
し
て
い
る
の
が
、
南

古
谷
地
域
で
あ
る
。
大
型
店

舗
も
出
来
て
お
り
、
人
口
が

増
え
れ
ば
、
駅
の
改
良
や
北

口
開
設
の
必
要
性
も
高
ま
り
、

鉄
道
事
業
者
と
の
認
識
も
一

致
す
る
と
考
え
る
。
し
か
し

北
口
開
設
や
駅
の
整
備
に
は

多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で
、

整
備
手
法
に
つ
い
て
は
、
橋

上
駅
舎
、
或
い
は
自
由
通
路
、

さ
ら
に
は
複
線
化
も
見
込
ん

だ
規
模
の
大
き
な
駅
、
そ
れ

ら
を
含
め
他
の
事
業
の
進
捗

状
況
等
も
見
極
め
た
上
で
総

合
的
に
判
断
し
た
い
。

　
南
古
谷
駅
の
課
題

　
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
会
の
開
催

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
取
組

質問 質問 質問

公
明
党
　 

大
　
泉
　
一
　
夫

南
古
谷
駅
の
北
口
開
設
の
取
組 4

自
民
ク
　 

神
　
田
　
寿
　
雄

子
宮
頸
が
ん
に
公
費
助
成
を

3

質問

問答

問答

問答

問答

Ｐ
川
越
21
　 

倉
　
嶋
　
美
恵
子

食
育
推
進
計
画
の
早
期
達
成
を

【
委
員
会
構
成
】

委
　

員
　

長
　
小
ノ
澤
　
哲
　
也

副
委
員
長
　
小
野
澤
　
康
　
弘

委
　
　
員
　
関
　
口
　
　
　
勇

　
　
　
　
　
若
　
狭
　
み
ど
り

　
　
　
　
　
吉
　
田
　
光
　
雄

　
　
　
　
　
本
　
山
　
修
　
一

　
　
　
　
　
新
　
井
　
金
　
作

　
　
　
　
　
山
　
口
　
　
　
肇

　
　
　
　
　
久
　
保
　
啓
　
一

建設常任委員会 報告

都市計画部及び建設部並び
に上下水道局の所掌に関す
る事務の調査、審査。

＜所管事項＞


